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生 き て い る 証 を 残 し た い ”
お 客 さ ま の 気 持 ち を 大 切 に 、
自 分 史、旅 行 記、写 真 集、画 集、句 集 ……
丁 寧 な 本 づ く り で 応 え ま す

日英バイリンガルでまとめたお菓子のレシピ集、
俳句やスケッチなどをまとめた作品集、
旧三鷹町（東京）初の女性議員を務めた女性の生涯を綴った回想録、
水車経営農家に生まれ育った大正生まれの女性の聞き書き本など、
充実のラインナップです。

第22回日本自費出版文化賞に3冊入選！
年間3 ～4万冊以上発行されているといわれている自費出版。その

振興と文化的地位向上を図る目的で1997年に設けられたのが、日

本自費出版文化賞（一般社団法人日本グラフィックサービス工業

会主催、NPO法人日本自費出版ネットワーク主管）です。第1回

から2019年の第22回までに17,500点余りの応募がありました。

わたしたちの自費出版も毎回出品し、連続入選を果たしていま

す。今年も3冊が入選しました。

第22回日本自費出版文化賞入選作品

著：柴家 嘉明

四六判　ソフトカバー
2019年2月27日発行

A4変形 コデックス装 上製本 函入り
2018年12月25日発行

京都の織物メーカー会長、加納氏が染織作家との交流を通じて集
めた作品135点余を収録した貴重な資料集でもあります。

価格の参考例

「自分史」の場合の標準価格

お客さまのご要望によって予算は様々です。下記は自分史
を例にした参考価格です。

［仕様］ 四六判(天地188×左右128mm)、ソフトカバー、無線綴じ製本、
　　　見返し、本文・表紙1色印刷、カバー 4色印刷

原稿がある本をつくる場合

お客さまご自身が書いた原稿
をプロの編集者が確認・アド
バイスし、お客さまと一緒に
本づくりをします。

聞き書きで本をつくる場合

プロのライターが聞き取りし
て、原稿をつくり、お客さま
に確認をしていただきながら
本づくりをします。

50部　50万円～
200部　60万円～

＊価格はケースバイケースです。原稿が手書きかデータか、写

真が紙焼きプリントかデジタルデータかはもちろん、本文の紙

の種類、部数など様々な要素で違ってきます。一般的な入稿ス

タイルでの概算価格ですので、ご了承ください。

小さな『ことこと舎便り』

◆ことこと舎誕生から4年。「ルーツを調べ、記憶をたどり、人生の整理が
できた」「勇気づけられ、次へのステップになった」……そんなお客さまの
声に支えられ、良質な本づくりを目指しています。（稲）

◆自分史や作品集などを作る方が増えてきているようです。改元やオリン
ピックなど世の中の大きな節目で、ご自身の歩みを振り返ろうという気運
が高まってきているのかもしれません。（宮）

◆自分史の聞き書きをしていると、「話し始めたら次々に思い出しますね」
という方がおられます。記憶の糸をたぐり寄せているとき、その方の瞳も
お肌も輝いて見えるのはなぜかしら。（竹）

160頁前後例

50部　70万円～
200部　80万円～

80頁前後例
『1978年20歳の日記から
  1980年22歳の日記まで』

A5判　ハードカバー
2018年12月27日発行

『言葉を旅せよ、日本の人よ。』
監修：本澤 康之　著：清田 祐一

『仕事祈』（しごといのり）
著：加納 賢（二代目 莊五郎）
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追
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●プロフィール

鈴木紀子
三鷹初の女性議員と三鷹市長の両
親をもち、大学在学中から「婦人会
館」の運営や選挙活動に携わる。

●プロフィール

川﨑テル
1923（大正12）年、水車経営農家
「おおぐるま」に生まれる。戦争の
前後は大沢のワサビ問屋で働く。
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。
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ま
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。

途絶えてしまった職人技で作られた作品も収められています。

ことことメモ

回想録出版記念パーティで
一部が朗読されました。
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自分史「三鷹市大沢の里古民家」で

朗読会が開催されました。

時にはテルさん手づくりの
「うでまんじゅう」をいただ
きながら、お話を伺うひとと
きは温かい時間でした。

ことことメモ
千代子さんの生き方に圧倒さ
れつつも爽快でした。その潔
さは娘の紀子さんに受け継が
れています。

つ
の〝
お
約
束
〞
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